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宮崎県小林市水落遺跡出土の近世人骨

佐伯和信 ‐松下孝幸・分部哲秋・折原義行・小山日常一



宮崎県小林市水落遺跡出上の近世人骨

佐イ白和信上松下孝幸上分部哲秋1折原義行上小山田常
ゴ
*

ド:宮崎県、近世人骨、保存不良

は じbに

水落遺跡は県営圃場整備事業に伴って発掘調査された遺跡で、宮崎県小林市大字細野字新田に

所在する。調査は1989年 に行なわれ、17体の近世人骨が発掘された。

宮崎県での近世人骨の出土例は宮崎学園都市の堂地東遺跡 (松下
・他、1983)の例だけであり、

しかも堂地東近世人の保存状態は悪く、本県での近世人の特徴は不明のままである。本例
の保存

状態も良くはないが、出土例教が多いだけに多少の特徴を知ることができた。

残存人骨の人類学的観察や計測を行なったので、その結果を報告しておきたい。

本遺跡から出土した人骨は表 1に示すように、成人13体、小児 1体、成人か小児か判別できな

かつた人骨が3体で、合計17体の人骨である。埋葬姿勢はほとん|どが坐葬で、人骨の所属時代は

考古学的所見より近世である。無存状態は悪く、観察困難な人骨がほとんどを占め、性別
・年令

を推定できた例は限られた。表 2に出土人骨、その性別・年令の一覧を示した。なお、SD-21

号墓には、成人骨と小児の歯が混在していたので、それぞれSD-21-1、 SD-21-2と した。

表1  資料」牧 (Table l. Number of materials)

料資

成
合 計

男性 女性

-1-
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表 2 出土人骨一覧 (Table 2.List Of skeletons)

人 骨 番 号 性 別 年 令

SD-15

SD-21-1

21-2

SD-22

SD-23

SD-27

SD-28

SD-30

SD-31

SD-32

SD-33

SD-34

SD-35

SD-36

SD-38

SD-39

SD-40

男性

不明

不明

不明

男性

不明

不 明

不 明

不 明

女性

不 明

不 明

男性

不 明

不明

不明

老年

不 明

小児

不 明

不 明

熟年

不 明

不 明

不 明

不 明

壮年

不 明

老年

熟年

不 明

不 明

不 明

計測方法は、Martin― s aller(1957)に 従い、歯については藤田 (1949)の方法で小山田が計

測し、咬耗度および頗歯の観察も小山田が行った。また、小児骨の年令推定については分部が行

なった。なお、各人骨の計測値は文末に一括して掲げた。

SD-15号人骨 (男性・老年)

頭蓋、撓骨および尺骨が残存している。

1.頭蓋

頭蓋冠のうち、前頭骨、右頭頂骨および右側頭骨が比較的よく残存している。前頭結節は発達

していない。眉間および眉上弓は欠損して観察できない。乳様突起は先端を欠損してはいるもの

の、幅広く、よく発達しているようである。外耳道は両側とも観察できたが、骨腫は認められな

い。縫合は三主縫合のうち冠状縫合を観察することができたが、内外両板とも閉鎖している。遊

見所



離歯が残存している。その残存歯を歯式で示す と次のとお りである。

M3M2///C12111////////
////////1///P1/MlM2M3
咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

2.四肢骨

左側の尺骨、撓骨のそれぞれ骨体近位部が残存している。尺骨の骨体は太く頑丈
である。計測

は中央部のみ可能で、中央周が5141mと 、骨体は太い。また、中央最大径は
1711m(左 )、 中央最小径

は1441m(左)で、中央断面示数は82.35(左 )と なり、骨体中央部の扁平性は認められない。1撓骨

も尺骨同様、太く頑丈である。周径は計測できなかつたが、骨体横径が1811m(左 )、 骨体
矢状径が

12111m(左)で、骨体断面示数は66.67(左 )と なり扁平性は弱いようである。

3.性別・年令

性別は、側頭骨の乳様突起が発達していること、尺骨および撓骨が太く頑丈であることから、

男性と推定した。年令は、冠状縫合が内外両板とも閉鎖していることから老年とした。

SD-21-1号 人骨 (性別 。年令不明)

頭蓋、大腿骨が残存している。

1.頭蓋

骨細片のみが残存しているにすぎない。

2.四肢骨

左右の大腿骨体が残存している。右大艦骨は部位不明の骨体の一部のみで、計測はできない。

左大腿骨は骨体上部が残存しており、計測はできないが、太くはなく、また極端に細くもないよ

うである。

3.性別 。年令

性別は、判断材料が大腿骨しかなく、しかもこの大腿骨がどちらかを積極的に示唆できる大さで

はないので不明とした。また、年令も不明である。

SD-21-2号人骨 (小児)

遊離歯のみ残存していた。残存歯は乳歯と未完成の永久歯とが混在しており、重複している歯も

ないことから、 1体の小児のものとした。また、未完成の永久歯のうち、咬耗は第一大臼歯にわ

ずかに認められる (B roca I)のみで、他の歯には認められないことから、年令は6歳から7歳

と推定される。残存歯の歯式は次のとおりである。

損破

存

鎖

＜
　
開
　
閉

明

槽

槽

不

歯

歯

／
　
○
　
●
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//

/////
/P2P1//11

//c/m
//// P2M1//

//M1//c1211 II12/ PlP2MlM2/
m////1////m

なお、乳歯の咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

SD-22号人骨 (性別 。年令不明)

骨細片と遊離歯が残存していた。骨細片は頭蓋か四肢骨かを判別できないほど、状態が悪い

残存歯の歯式は次のとおりである。

////////1///PlP2///
////////1////////

咬耗度は左上顎第一小臼歯のみの観察であるが、B rOcaの Ⅱ度である。

SD-23号人骨 (性別・年令不明)

頭蓋と四肢骨片が残存している。

1.頭蓋

骨細片が残存しているが、歯が混在していることから、骨種は上顎骨および下顎骨 と思われる。

残存歯の歯式は次のとおりである。

///P2PlC 1211 1l12C PlP2MlM2/
M3M2MlP2PlC 1211

咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

2.四肢骨

/ 12C PlP2MlM2M3

長さ約5,5cmの 四肢骨の骨体が残存しているが、骨種は判別できない。

3.性別 。年令

性別および年令は、推定できる部位が残存しておらず、不明である。

SD-27号人骨 (男性・熟年)

本遺跡の中では比較的保存がよく、頭蓋、肩甲骨、上腕骨、大腿骨が残存している。

1.頭蓋

前頭骨の後半、両側の頭頂骨の前 2/3がまとまって残存しているほか、前頭骨の眉間から鼻
根部にかけて、側頭骨の岩様部、後頭骨の一部および下顎骨の骨体が残存している。頭蓋冠の計



測はできなかったが、幅径は大きいようである。頭頂結節は比較的発達している。眉間の隆起は

顕著で、眉上弓もよく発達している。鼻根部は幅が広く、やや陥凹している。両側の外耳道が観

察できたが、ともに骨腫は認められない。縫合は冠状縫合、矢状縫合が観察できたが、両者とも

内板は癒合し、外板は開離 している。

残存歯の歯式および下顎の歯槽の状態を示すと次のとお りである。

////////1///P1////
/○ ● P2PlC 120:OOC● 0● M2/
咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

2.四肢骨

左側の肩甲骨、左側の上腕骨、左側の大腿骨が残存している。上腕骨は骨体遠位部が残存して

お り、最小周が計測できた。計測値は6041m(左)で、細くはないようである。大艦骨は骨体の半

分程度が残存してお り、中央部の計測ができた。粗線は発達してお り、骨体は前後にやや圧平さ

れたような形態をしている。骨体中央周は8411mで、骨体は小さいとはいえないが、けっして大き

くもない。また、骨体中央矢状径が26nun(左 )、 骨体中央横径が281nlll(左 )で、骨体中央断面示数

は92.86(左)と なり、骨林の後方への発達は全くみられない。

3.性別 。年令

性別は眉間の隆起が強いことや眉上弓が発達していることから男性 と推定した。年令は冠状縫

合と矢状縫合の内板が癒合 していることから、熟年とした。

SD-28号人骨 (性別 。年令不明)

頭蓋および四肢骨片が残存 している。

1.頭蓋

遊離歯のみ残存している。

/////C I

////PlC//
咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

2/1//// P2///
//C/P2///

2.四肢骨

幅18mm、 長さ7011Ml程度の骨体片が残存しているが、骨種は不明である。

3.性別・年令

性別、年令 とも推定できる部位が残存しておらず、不明である。

SD-30号人骨 (性別 。年令不明)

四肢骨の骨体と思われる骨細片のみが残存しているにすぎない。



SD-31号人骨 (性別 。年令不明)

頭蓋の細片と歯および四肢骨の細片が残存している。いずれの骨細片も部位を特定することは

できない。また、残存歯も歯冠が欠損したり、小さな砕片になっており、歯種を同定することは

できない。

性別 。年令はともに不明である。

SD-32号人骨 (性別 。年令不明)

幅2011un、 長さ30～ 5011m程度の骨片が教個残存している。骨体の九み、骨壁の厚さから、下肢骨

(大艦骨、睡骨)の一部ではないかと考えられる。性別、年令は不明である◇

SD-33号人骨 (女性・壮年)

頭蓋および四肢骨片が残存している。

1.頭蓋

ラムグを含むラムダ縫合の左側部を中心とする部分、左の側頭骨後部および下顎骨の一部が残

存している。左側頭骨の乳様突起の発達は悪く、後頭骨の上項線は不明瞭である。縫合はラムダ

縫合と矢状縫合の一部が観察できたが、両縫合とも内板、外板いずれも開離している。下顎骨は

右第一大臼歯より後部の骨体を歯が釘植した状態で残存している。釘植歯以外に遊離歯も残在し

ている。残存歯の歯式は次のとおりである。

/M2MlP2PlC 1211 1l12C PlP2MlM2/
/M2MlP2PlC 1211 110 C PlP2MlM2/
なお、咬耗度は B rOcaの Ⅱ度である。

2.四肢骨

部位不明の骨片が残存しているにすぎない。

3.性別・年令

性別の推定は判断する部位が少なく定かではないが、敢えて推定すると、乳様突起の発達が弱

いこと、後頭骨上項糠が不明瞭であることから女性と考えられる。年令はラムダ縫合、矢状縫合

とも内外両板が開離していることから、壮年と推定した。

SD-34号人骨 (性別・年令不明)

部位不明の骨細片がごく少量残存しているにすぎない。性別、年令は不明である。

-8-



SD-35号 人骨 (性別不明・老年)

1.頭蓋

左側の前頭骨、頭頂骨および遊離歯が残存している。これらは土圧によつて矢状方向に圧平さ

れている。縫合は、冠状縫合、矢状縫合の外板のみ観察できたが、両者とも完全に閉鎖 している。

遊離歯の歯式は久のとおりである。

////////
////////
咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

2.四肢骨

骨片が残存していたにすぎない

// C PlP2/M2/

3.性別 。年令

性別は不明であるが、年令は冠状縫合、矢状縫合の外板が両者とも閉鎖 していることから、老

年とした。

SD-36号人骨 (男性・熟年)

本遺跡の出土人骨中(最も保存状態のよい人骨である。頭蓋、上腕骨、撓骨、歴骨が残存して

いる。

1.頭蓋

右頭頂骨の後部を除く、頭蓋冠の大部分が残存している。前頭結節の発達は弱い。また、眉上

弓の隆起は強い。乳様突起は先端を欠損しているが、基部から推測すると、やや発達して
いた

様子がうかがえる。縫合は冠状縫合、矢状縫合が観察できたが、両縫合とも内板は癒合し、外板

は開離している。外耳道は左側の上壁のみしか観察できず、骨腫の有無は不明である。下顎骨は

骨体の歯槽部が残存している。下記の歯式でもわかるように、歯槽の閉鎖はみられない。残存歯

の歯式は次のとおりである。

/M2MlP2PlC 1211 1112C PlP2MlM2/

M3M2MlP2PlC 1211 1l12C PlP2Ml� 12M3

咬耗度はB rOcaの Ⅱ～H度である。

2.四肢骨

①上腕骨

左側遠位端が残存している。骨体の中央部での太さは不明だが、遠位部、すなわち上顆および

それに続く骨体は幅広く、径は大きく頑丈だつた様子がうかがえる。

////////

-9-



②撓骨

左側の近位端のみ残存している。計測はできないが、小頭および頚部の周径は大きかったよう

である。

③大腿骨

右側は骨体の大部分、左側は小転子の高さより近位の部分が残存している。骨体はいたるとこ

ろでひび割れ、外反しているので計測はできない。しかし、骨体は太く、骨壁も厚くかなり頑丈

である。

④歴骨

右側の遠位端が残存している。大腿骨同様、ひび割れと外反が著しく最小周の計測はできない。

しかし、大腿骨同様、骨体は太く頑丈である。

3.性別 。年令

性別は、前頭骨が後方へ傾斜し、眉上弓も発達していること、四肢骨の骨体が太く頑丈である

ことなどから男性と推定した。年令は、冠状縫合および矢状縫合がともに内板が癒合し、外板が

開離していることから熟年とした。

SD-38号人骨 (性別 。年令不明)

頭蓋および四肢骨の骨細片のみ残存しているにすぎない。性別、年令とも推定できない。

SD-39号人骨 (性別・年令不明)

頭蓋と大腿骨が残存している。

1.頭蓋

頭蓋は骨細片と遊離歯のみ残存している◇

/////C//1/1
残存歯の歯式は次のとおりである。

2//////
////////1// //////
なお、咬耗度はB rOcaの Ⅱ度である。

2.四肢骨

大腿骨体と思われる骨片が残存しているが、左右の別および部位は不明である。

3.性別 。年令

性別、年令とも判別する材料に欠き、不明である。

SD-40号人骨 (性別 。年令不明)

頭蓋の骨細片のみ残存しているにすぎない。

-10-



要  約
宮崎県小林市の水落遺跡から17体の近世人骨が出上した。この地域の近世人骨は資料がほとん

どなく、本遺跡の人骨は期待されたが、概して
―
保存状態―は不良であった。以下に本遺跡出二人骨

の所見を要約する。

1.水落遺跡から出上した人骨は合計17体の近世人骨で、埋葬姿勢はほとんど
―
が坐葬である。

2.V体|の人骨のうち、成人骨は13体、小児骨は1体で、その他成人か小児か判別できない人骨

が3体あった。

3.成人骨のうち男性骨3体、女性骨1体を判別できたが、残りの9体は性別を明かにすること

ができなかった。

4。 人骨の所属時代は考古学的所見から近世と推定されている。

5。 人骨の保存状態は悪く、頭型や顔面の形態的特徴を明らかにすることはできなかつた。し
―か

し、四肢骨の一部は観察や計測が可能で、男
1陛の四腹骨にはその径がかなり大きく、頑丈なも

のがみられ、本被葬者のなかにはかなり大柄な人がいた可能性が強い。

6.外耳道骨腫や風習的抜歯はみられなかった。
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表む 上腕骨計測値 (�n)(Hun,1■ s)

水 藩    本 落   本 落
SD-27 SD-36 平 均

男 性    男 性   I M
た   ・  左     左

7.  骨体最―小周      60     -    1 60
H.   滑 車 幅       ―      '3    1 を3

12.   1ヽ 頭 幅       ―      W    I W
i3.  清 車 深     「 -      2T    1 2イ

14. 尺骨―頭笞幅      -     2.9    1 29
15.  尺脅頭密深      -     1う     1 15

表 4 機骨計測値 (an)(Radius) 表0 大1腿骨計ulj値 (Ind)(FInIIう
水 落
SD-15

男 性
左

水 落
SD-2‐ 7

男 性
左

4. 骨体横径        18          6, 脅体中央矢状径 (=)     26
5、   ,体 矢状径       12          r。  脅体中央機径 (左)      28
5/4  骨体断面示数      61.〕 ,        こ, 骨体中央月 (左)       81

6/τ  骨体中央断面示数 (左 )   02.86

表 5 尺骨計測値 (nlll)(Ulaa)
水 落
SD-15

男 性
左

表 7 睡脅計測値 (an)(Tibia)

Hi  尺骨矢状径
12-.  尺骨1機径

S   中央最オヽ1径
7.  下端矢状径 (右〉    41

L   申央最大径       17
C   中 央 月       5‐ 1

11/12 骨体断面示数      'S,24
S/L 中央断面示数      &2,“

水, 落

SD-30
男 性15

17

14 (4)    一
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表
8 
歯
の
計
測
値
(m
m)
(T
oo
th
)

水
落

SD
-1
5

男
性

水
溶

SD
-2
7

.男
性

右
  
 
左

SD
-3
6

男
性

SD
-3
3

女
性

水
藩

SD
-2
2

不
明

左

一 　 一

一 　 一 　 一 　 一

左 一 　 一 一 　 一 　 一 　 一

右 △ △ △ 一

Il 12 C P
l
P2 Ml M2 Ma
13
.4
7

12
.8
8

9。
38

7.
41

7.
17
8.
52

10
。
99

9.
91
12
,0
7
11
,3
7

7.
11

6。
98

8,
36

10
。
16

9.
81
11
,9
3

7.
06
  
 7
.3
9

7.
07
  
 6
.T
8

8。
30
  
  
8.
25

9,
68
  
 9
,5
3

9,
20
  
  
9,
32

11
.7
1 
 1
1.
53

12
.0
4 
 1
1.
31

10
.1
3

△

類
(婦
肇
)

一 　 一
一 　 一 一 　 一 　 一

一 　 一 　 一 　 一 　 一 一 　 一 　 一

― 示 ―

舌
下
顎

径
6,
01
6。
34

7.
79
8.
29
8,
69
11
.1
9
11
.1
2

10
,7
9

△

6.
18
7.
78
7,
95
8.
67
11
,3
2

11
.1
5
11
.0
8

I■ 12 C P
.
P2 M. M2 Ma

9.
15

12
.3
0
11
,5
2

12
.0
2

一 　 一

一 　 一
△
  
  
―

8。
27
  
  
 z
蛍

7,
78
  
  
 -

8,
29
  
  
 -

- 
  
 1
0.
27

5.
95
  
 5
,9
7

6.
43
  
  
 -

7.
99
  
 7
.7
7

7.
53
  
 7
.5
4

8.
29
  
 8
.3
7

10
.7
4 
 1
0。
70

10
.4
5 
  
10
,3
8

一 　 一

上
顎
Il 12 C Pi P2 M. M2 Ms

8.
89
7.
78
8.
50
7,
89
7.
38
10
,6
5

10
.0
3

8,
74
7.
61
8,
68

7.
92

7。
44

10
,6
9

8.
58
7.
09

8.
56
7.
42
7.
05

10
。
16

9.
52

8,
76
7,
28
8,
43
7.
71
7.
35
10
.2
8
8.
87

一 　 一 　 一

△ △ △ 一 一

一 　 一

11
.2
8
9.
52

7.
12

一 　 二 　 一

一 　 一 　 一 　 一

7.
41 △

近 遼 心
下
顎

径
△

7.
37
6.
64
7.
03

7.
36

11
.2
0

5.
33
6,
15
7,
S4
7.
59
8.
79
11
,6
6

11
,8
6
12
,3
0

5,
11

6.
31
7.
67
7,
62
8.
08
11
.9
2
11
.5
5
12
.0
3

5,
37

6。
50

7.
53
7.
09
7.
66
11
,3
8
11
.1
0

5.
49

7.
43

7。
24

7.
57
11
.3
2
10
.9
2

ri 12 C Pi Pっ M. M2 Ma

8.
15

△

12
.2
6
12
.6
6

一 　 一 　 一 　 一

一 　 一

△
:
測
不
可
能



表
8
続
き

水
落

SD
-2
3

不
明

水
落

SD
-2
8

不
明

水 SD
-3
5

不
明

水
落

SD
-3
9

不
明

右
  
 
左

水
落

SD
-2
1-
1

/卜
う尼

左
右

左
右

左
右

左
右

上
顎
Iュ
(d
iェ
)

12
(d
i2
)

C(
dc
)

Pi
(d
 l
ll
.)

P2
(d
m2
)

Mi M2 Ma 1
1(
di
l)

12
(d
i2
)

C(
dc
)

Pェ
(d
ll
l.
)

P2
(d
m2
)

WI
I

M2 �
13

△
  
  
△

△
  
  
△

8.
13
  
  
 
△

8。
79
  
  
  
zヘ

8.
68
  
 8
.7
1

- 
  
 1
2.
43

- 
  
 1
2.
07

8.
72

△

8.
84

6.
64

8.
81

6。
71

△
(―

―
(一

―
(一

△
(―

△
(―

―
(―

)

―
(―

)

―
(△
)

―
(―

)

8.
59
(1
0,
36
)

頼

(痒
琴
)

一 　 一

11
.9
0

一 　 一 　 一 　 一 　 十 　 一 　 一 　 一

一 　 一 　 一 　 十 　 一 　 一 　 一 　 一

一 　 一

― く ―

一 　 一 　 一 　 一 　 一

一 　 一 　 一 　 一

一 　 一

一 　 一

一 　 一

音
下
顎

径

上
顎

△ △

7.
34
7.
23
8.
15
11
.1
6
10
,7
4

10
.2
1

8.
29
6.
60
7.
58
7.
15
6.
57

△ △

7.
20
△

10
.7
3
10
.4
8
10
.0
6
△

6.
67
△ △

6.
46
10
.6
0
10
.2
0

△

8.
87

6.
84
7.
19
7.
42

11
(d
il
)

12
(d
i2
)

C(
dc
)
Pl
(d
ml
)

P2
(d
m2
)

Ml M2 M3

6.
59
8.
22

8.
27
7.
75

△
(―
) 
 
△
(―
)

△
(―
) 
5。
88
(―

)

7.
46
(―
) 
 
―
(―
)

―
(―
) 
 7
.6
0(
―

)

―
(1
0.
70
)△
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0,
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)
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.3
2 
  
 1
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△
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20

―
) 
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) 
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―
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(9
.0
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3
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m2
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�
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M2 M・
I
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67

6.
15
6.
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7.
03

7.
14

12
.2
1
11
.8
4
10
.5
9

6.
06
6.
81

6.
98 △
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.2
0
11
.6
4
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.0
9

7.
45
7.
19

△

6.
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6.
45
6.
55

6.
46

一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一

一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一

一 　 一

一 　 一 　 一 　 一 　 一

一 　 一

一 　 一 　 一

△
(―

)
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(―

)

6。
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(―

)

―
(―

)
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(9
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0)
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.0
3
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)
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―
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△
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.4
4)
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表 9 鰈蝕 (Caries or the teeth)

水 落

SD-15

男性

水 落

SD-27

男性

水落

SD-36

男性

水落

SD-33

女性

水 落

SD-22

不 明

右左右右

／

／

／

Ｏ

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

○

○

○

○

○

○

○

／

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

２

０

０

／

○

○

○

○

○

○

／

／

０

１

０

０

０

０

０

／

／

／

／

○

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

２

０

上顎  11
12

C
Pl
P2
Ml
M2

M3

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

○

／

○

○

０

１

１

／

２

０

０

０

２

２

１

／

／

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

／

／

Ｏ

／

／

／

２

／

／

／

／

／

○

／

／

／

／

／

／

Ｏ

／

３

１

０

／

／

／

／

／

／

／

／

下顎  Ik
12

C
Pl
P2
Mi
M2

M3

水 落

SD-23

不 明

右   左

水 落

SD-28

不 明

水 落

SD-35

不 明

水落

SD-35

不 明

右

水 落

SD-21-1

小 児

左 右   左
上顎  11(dh)/  /
12(di2)/  /
C(dc) O  /
Pl(dml)O  /
P2(dm2)○   ○
Ml /  ○
M2   /  ○

M3   /  /

／

Ｏ

／

／

／

／

／

／

／

／

Ｏ

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

O(/)/(/)
/(/)/(/)
/(/)/(/)
/(/)/(/)
/(O)/(○ )
/  ○
/  /
/  /
/(/)○ (/)
○ (/)○ (/)
/(/)/(/)
/(/)/(/)
/(/)/(○ )
○  ○
/  /
/  /

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

○

○

○

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

下顎  11(dil)/  /
12(di2)/  /
C(dc) ○  /
Pl(dml)○   ○
P2(dm2)○   ○

○   ○
1      1

0  0

Ⅲl l

�12

h/1命

〔1～ 4:Present,○ れbsent,/:unobservable〕
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四月支′村'(Iン imb bones)
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